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介護老人保健施設 ロイヤルフェニックス  

横山 昌子 

奈良県作業療法士協会の皆様、暑さ厳しき折、いかがお過ごしでしょうか。 

思いがけず巻頭言を担当させていただくことになりました。漠然としている内容ですが、振り返って考えて

いる事を書いてみようと思います。 

平成 13 年に専門学校を卒業してから、作業療法士としての大半を介護老人保健施設（以下老健）で勤務し

ています。作業療法士となって、作業のもつ力に魅力を感じ、作業によって気持ちが動かされ、行動を変化さ

せる力が湧いてくることを実感しました。老健や訪問リハビリでの勤務経験や身近な人の人生の節目、生活の

あり方の変化を感じながら、日々の生活、住み慣れた地域で暮らすという事を考えてきました。そして多くの

人の生きるための作業に携わっている職業だという事を自覚するようになりました。 

そのような中、６月に地震、７月には豪雨と大きな災害があり、被災された地域の生活の再構築の様子を認

識するようになりました。災害（環境）が与える生活への影響において、予想もせずに生活が一変すること、

いつになく大きなショックを感じました。 

私自身、作業療法士として「そのひとらしい生活」を念頭に置きながら、生活を再構築していく上での「活

動」と「参加」や、維持している生活の広がりについて考えています。環境の変化で「活動」や「参加」の状

態が変わることは、理解しているつもりでした。しかし、災害については特別視しすぎていて、災害発生を想

定した直後の対策は考えていても、後々来すであろう生活上の「活動」や「参加」への制限を予測して考えた

ことはありませんでした。被災地での支援において、作業療法士の力が活かせる時期があること、その役割の

重要性は強く感じています。その一方で、続いていく日々の生活で、起こりうる災害が与える「活動」や「参

加」のダメージを最小限に食い止めるための支援について、事前に何ができるのだろうかと考えるようになり

ました。 

作業療法は、さまざまな方を対象としています。会員の皆様、それぞれの職場で、作業療法士としてどのよ

うに防災について考えられたのでしょうか？この機会を通して、私自身も向き合っていきたいと思います。 
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平素より県士会活動にご参加・ご協力いただきましてありがとうございます。 

本年度より厚生労働省の委託事業といたしまして、「介護ロボットのニーズ・シーズ連絡協調協議会」を設

置することになりました。これは、ロボット開発前の着想段階から介護ロボットの開発の方向性について、開

発企業と介護現場が協議し、介護現場のニーズを反映した開発の提案内容を取りまとめるための協議会を設置

することになります。つまり、この協議会では、現場のニーズを踏まえた介護ロボット開発の提案の取りまと

めをしていくことになります。提案の取りまとめを作業療法士が委員長となり、介護現場や大学・技術支援機

関などと一緒に介護ロボットを提案していきます。奈良県作業療法士会では、私が委員長となり、北別府理事

と毛利事務局長に参画していただきます。単年度予算ですので、平成 31 年 3 月 31 日までに結果を出さなく

てはいけません。今後もまほろば等を通じてご報告いたしますので、ご協力よろしくお願いします。 
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事務局 財務                                 毛利 陽介   

 6月 3日に定時社員会が開催されました。多数のご出席や委任状のご協力を頂き、心よりお礼申し上げます。

総会では事業計画・予算案のなどの議案が無事承認されました。また部局の再編を行い、新たに「地域局」 

「広報・啓発局」を創設し地域での取り組みや啓発活動の一元化、「学術局」では各分野での委員会を設置し、 

より皆様にわかりやすく、参加しやすい組織としております。（HP に組織図・総会議案を掲示しております） 

皆様には県士会の活動に参加し横のつながりを作ることで作業療法の幅を広げて行って頂けたらと思いま

す。 

予算の収益のほとんどが会費収入となっており事業の運営には皆様の会費が不可欠です。まだ、会費を納入さ

れていない会員の方は速やかに納入をお願いいたします。 

◎会費   ：10,000 円 

◎新入会員 ：11,000 円 

 ゆうちょ銀行振替口座    (郵便局の振込用紙をご利用下さい。) 

口座記号番号      ００９３０－０－２３３８３９番 

 口座名称(加入者名)    一般社団法人 奈良県作業療法士会 

 

 ※この口座を他行等から振込される方は下記内容をご指定下さい 

 店名(店番)：〇九九(ゼロキュウキュウ)店 (０９９)   

預金種目：当座  口座番号：０２３３８３９ 

 ※振込書には氏名・住所・連絡先・所属を記載して下さい 

以前使用していた、南都銀行の口座は使用できません。 

会費などのお問い合わせ：白鳳短期大学 リハビリテーション学専攻 毛利まで 

0745-60-9007(直通) 

                        

学術部                      辰己 一彦  

季夏の候、暑い日が続いておりますがいかがお過ごしですか。奈良県士会の皆様におかれましては、ますま

すお健やかにお過ごしのことと存じます。 

今年度も学術部勉強会の開催を企画しておりますが、新たに身体領域、精神領域、老年・地域領域、小児領

域での事例報告会も行うこととなりました。皆様の日ごろの成果検証の場、自己能力の研鑽の場として活用し

ていただきたいと思います。開催日等はメーリングリストや奈良県士会のホームページに掲載する予定となっ

ております。 

みなさん、是非一緒に勉強していきましょう。 

 

 

 

 

 

各部局からのお知らせ 
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教育部                                        木納 潤一  

１．合宿形式の現職者共通研修 

 2018年 9月 29日、30日の 2日間に渡って、現職者共通研修の４つの講座を詰め込んだ「秋期一泊研修会」

を開催します。 

会場：かつらぎの森（奈良県葛城市） 

●１日目：9月 29日（土）18:30受付開始 

 〇講座 1：18:45～20:15 

保健・医療・福祉と地域支援   講師：西井正樹先生 （白鳳短期大学） 

  ◎懇親会：20:15～ 

 ●２日目：9月 30日（日）9:10受付開始 

  〇講座 2：9:20～10:50 

実践のための作業療法研究    講師：坪内善仁先生 （秋津鴻池病院） 

  〇講座 3：11:00～12:30 

事例検討会           講師：坪内善仁先生 （秋津鴻池病院） 

〇講座 4：13:00～14:30 

作業療法における協業・後輩育成 講師：上嶋倫子先生 （秋津鴻池病院）  

２．現職者選択研修（身体障害領域） 

 日時：2018年 11月 25日（日）9:30～16:30  会場：すみれホール 

講座 1：身体障害領域の基礎知識     講師：東條秀則先生 （秋津鴻池病院） 

 講座 2：急性期の作業療法        講師：坪内善仁先生 （秋津鴻池病院） 

 講座 3：回復期の作業療法        講師：大西和弘先生 （秋津鴻池病院） 

 講座 4：生活期・終末期の作業療法    講師：星合直子先生 

※研修会の詳細や受講の申し込み方法は奈良県士会ホームページをご確認ください。 

事業部                      大西 和弘  

事業部活動報告です。今年度のスキルアップセミナーは、4 月から 8 回実施して参りました。9 月からの下

半期に、残り 4 回を実施しますので、是非ご参加ください。 

事業部セミナーについては、今年度予定の３本を終了致しました。ご参加頂いた皆様、ありがとうございま

した。5 月の神奈川リハの一木愛子先生には、「身体障害と生活をどう考えるか」と題し、セラピストが対象

者に向き合う姿勢、身体・こころ・環境の重要性、代償という支援のあり方についてご講演頂きました。6 月

には、神戸学院大学の藤原瑞穂先生に「流れる経験をつかまえる～人―作業―環境の内側に潜り込んでみる試

み～」と題して、「人」「作業」「環境」を捉え、「語り」からその意味やバックグラウンドを知り、文脈を理解

する作業療法の醍醐味をご教授頂きました。8 月には、意思伝達装置レッツチャットの開発者である、パナソ

ニックエイジフリーの松尾光晴氏を迎え、「コミュニケーション支援」と題して、長年の神経難病患者さんへ

の支援の経験から得られた IT 機器の特徴、選定方法とスイッチ適合のノウハウについてご講演頂き、さらに

研修会後半には、ALS 当事者の方に講演を頂く機会を設け、大変有意義な研修会を開催できました。ご協力

頂いた先生方、ご参加頂いた皆様、ありがとうございました。今年度中にコミュニケーション支援に有用なス

イッチ等を作製する研修会を予定していますので、興味のある方はご参加ください。  

※事業部活動は随時、県士会ホームページ左、「事業部活動報告」バナーにアップしていますので、ご覧く

ださい。 
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平成 30 年度は、「自立支援の考え」や「自立支援型地域ケア会議での生活課題の解決に繋がる助言方法」

などを研修会を通して学び、地域で実践していく趣旨で、平日夜間を中心に研修会を企画・実施していきます

ので、一度研修の受講をお待ちしています。 

また、今年度「自立支援型地域ケア会議 傍聴推進キャンペーン」を新たに企画中で、近日中に詳細を県士

会 HP などに掲載いたします。「地域ケア会議ってどんな様子？」「自立に向けた助言って何を言えばいいの？」

といった疑問や不安を少しでも解消できるよう、実際のケア会議を傍聴してもらう企画です。更に、傍聴者に

は、ブロック内 500 円、ブロック外 1,000 円の交通費を支給します！是非、この機会に「傍聴」をおすすめ

します！ 

地域局 地域部 地域包括ケアシステム委員会 

委員長 安井敦史 

所属：株式会社 UT ケアシステム 

ユーティー訪問看護ステーション 

お問い合わせ 090-1676-9898 

 

 

 

 

MTDLP 推進委員会では 7 月 1 日（日）に平成 30 年度 1 回目の基礎研修を開催しています。基礎研修を終

えた会員は、実践者研修（事例検討会）を受講していただきますようお願いいたします。実践者研修は、奇数

月の最終月曜日に西大和リハビリテーション病院で開催しています。次回の開催は 9月 24日が祝日のために、

9 月 25 日（火曜日）を予定しています。自身の実践を振り返る貴重な機会となりますので、是非ともご参加

ください。 

 また、当委員会では下半期に多職種向けの研修会を企画しています。主な対象は、介護支援専門員を考えて

います。MTDLP の視点（言い換えれば作業療法士の視点）を多職種に向けて発信することが目的です。詳細

は追って報告させていただきます。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会だより 
 

MTDLP 推進委員会 

 

地域包括ケアシステム委員会 
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渡邉 俊行 

盛夏の候 北和ブロック会員のみなさまにおかれましてはお変わりなくお過ごしでしょうか。奈良学会・総

会も終わり、今年度の北和ブロックでは、各病院・施設間での交流とみなさまのご要望を研修会などに反映で

きるよう行って参ります。なお、今年度の会費納入や移動などの変更処理がお済みでない会員は速やかに手続

きをお願い致します。 

 

                                          北別府 慎介 

晩夏の候、皆様にはいっそうご活躍のこととお慶び申し上げます。 

６月３日（日）いかるがホールにおきまして、第 10 回奈良県作業療法学会を開催しました。130 名を超え

る会員にご参加いただき、無事に閉会することができました。西井学会長や昨年度から準備に携わった中和ブ

ロックの会員の皆様にはこの場を借りてお礼申し上げます。今年度の事業は特に予定していませんが、下半期

は次年度の研修会企画等を行っていきます。よろしくお願いします。 

 

                                           田中 陽一 

盛夏の候、南和ブロック会員のみなさまにおかれましてはますますご健勝のことと存じます。本年度の学

会・総会も滞りなく開催できました。ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。今年度の南和ブロック

研修会は 10 月ごろに開催を予定しております。また、詳細が決まりましたらご連絡いたしますので宜しくお

願い致します。今後も県士会活動へのご参加・ご協力を宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブロックだより 
 

中和ブロック 

南和ブロック 

 

北和ブロック 
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「作業療法士に必要なのは子ども心と感受性の豊かさ」 

 

 

リハビリ発達支援ルーム UT キッズ田原本 

上西 清吉 

 どうもこんにちは。リハビリ発達支援ルーム UT キッズ田原本の上西清吉です。1 年目から地域の事業所に

飛び込み、発達障害をもつお子さんたちに関わり 2年以上が経ちました。日々臨床の中で感じる事は、作業療

法士にとって大事な事はいつまでも「子ども心」を忘れない事と、「感受性」が豊かである事だと思います。

人の生活に寄り添う支援を行って行く上で、その人の気持ちを理解し、共に喜び、共に悲しむ事ができる人間

らしい心と、常に好奇心旺盛で、探求心を持ち新たな事に挑戦できる事が必要なのではないかと常々考えてい

ます。 

 私は休日になると、色んな公園に訪れ、散歩をした後、読書をする事が多いです。公園は日光や風を遮る物

が少ないので、天気の良い日は多くの太陽の光と心地よい風を感じる事ができます。そして地面に力強く生え

る芝の匂い、鳥の鳴き声や子どもたちの元気な声など、公園にいると五感が研ぎ澄まされ、非常に感性が鋭く

なる事を実感できます。そして遠くで遊ぶ子どもたちの声を聴きながら、子どもの感性の素晴らしさに感銘を

受けます。先日、手を繋いで歩きながら、お子さんがこんな事をお父さんに聞いていました。「なんでお腹い

っぱいの時に走ったらゲロ吐いちゃうの？」と。私は本を読みながら聞いていたのですが思わず吹き出してし

まいました。それと同時に「なんて純粋な質問なんだろう」と感心しました。子どもたちには 3歳頃、気にな

ったことを親にたくさん質問する「なぜなぜ期」がやってきます。まだ知的に幼く、物事の因果関係などの理

解が乏しい子どもたちは純粋に疑問に感じた事を親に尋ねて、理解を深めていきます。それが好奇心・探求心

の基礎にもなっていると思われます。なので、私は「なぜなぜ期」の子どもたちを見習い、臨床でも「なんで

なんやろう」を追求するように心がけています。 

気づけば時にネクタイを締め、名刺を渡したりする大人になり、少年の頃と全く同じように物事を捉える事

はできませんが、そうして公園に出向いたり、映画を観たり、恋愛をしたり、様々な経験を通して日々、自分

自身の感受性や好奇心・探求心を育てるようにしています。そしてそれをフルに活用し、明日からの臨床でも、

次の時代を担っていくこの国の宝である子どもたちの子ども心を守る事、感受性を育てる事に還元しようと努

めていきます。 

次回の担当者は、リハビリデイサービスユーティー河合、山本紘貴さんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エッセイリレー 
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★☆★研究助成の公募について☆★☆ 
 

 一般社団法人 奈良県作業療法士会では、会員による学術活動を促進するために、下記の要領でこれを公募

し、優秀な案件について年間 2件までを選定し、各々最大 5 万円の活動助成を行います。多くの会員の方から

のご応募をお待ちしております。 

記 

１．目的 

 作業療法について科学的に検証し、臨床での実践や更なる研究活動への発展に寄与する、独創性豊かな

研究報告を促進すべく助成を行う。 

 

２．公募内容 

 作業療法に関連する研究報告を募集します。 

 

３．応募要領 

 応募者は各種書類（研究計画書、研究助成申請書）を奈良県作業療法士会ホームページよりダウンロー

ドし、必要事項を記入のうえ，募集期間中に下記の応募先まで簡易書留にて郵送するとともに、下記アド

レスに送信する。 研究計画書は以下の内容に沿って作成すること。 

① 研究題目 

② 研究の目的 

③ 方法 

④ 予想される結果 

⑤ 研究発表までの大まかな研究予定 

   

４．応募先・問い合わせ先 

白鳳短期大学  作業療法学専攻  高畑脩平 宛   メール：takahata_shuhei1023@yahoo.co.jp 

〒636-0011 奈良県王寺町葛下 1-7-17   TEL：0745-32-7890      

   

５．募集期間 

平成 30 年 9 月 1 日～平成 30 年 9 月 30 日 

審査結果は研究助成委員会にて選考し、理事会で承認された上、本人宛に通知する。 

 

６．研究期間及び研究費 

  1 年間、5 万円まで 

 

７．研究助成該当者の責務 

 選出された研究助成該当者は当県士会の学会にて発表することによって成果報告を行うことを義務と

する。また、支出内容について報告書（領収書を添付）を提出する。研究助成金を受贈したものにおいて、

上記の責務を履行できない者については研究助成金の支給は行わないものとする。 
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１０回奈良県作業療法学会を終えて 

 

 

西大和リハビリテーション病院 

片岡 裕貴 

 

この度は「当院における認知症患者に対する小集団を用いた作業療法の介入」とういタイトルで学会発表を

行い、優秀演題賞を頂きました。大変名誉ある賞を頂き、光栄に存じます。 

今回は、当院での認知症の患者さんに対する集団活動を紹介させて頂きました。昨今では、病院に限らず、

施設や地域においても、認知症やその症状を有する方と関わりを持つ機会は多いのではないでしょうか？私は、

今回の取り組みを通して、日頃の個別の作業療法の場面では見られない対象者の変化や、新たな一面を発見で

きました。このような変化は、集団による治療効果と捉える事もでき、個別での介入のみでは得られない効果

もあったのではないかと感じています。紹介させて頂いた活動は、単に集団で創作をするのみではなく、OT

の視点で個人の特性や能力を評価し、その人らしさを発揮できる環境を提供する事に注力しながら取り組んで

います。その環境の中で、集団を通していきいきと活動に参加される方や、参加を楽しみしされる方の様子を

拝見すると、私自身も多くの刺激を頂いたように思います。 

 また、学会参加を通して、多施設の方との意見交換ができ、貴重な意見を頂く事もできました。現在も、今

回紹介した取り組みは継続中です。また、奈良県作業療法士会の皆様に、何らかの形で内容をご報告できれば

と考えています。 

 最後に、今回の取り組みや発表に際し、ご協力、ご指導頂いた当院リハビリテーション部の皆様にも、この

場をお借りして御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０回奈良県作業療法学会 
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旧県立奈良病院は、平成 30 年 5 月 1 日より奈

良市七条町に移転し、北和地域の第３次救急医

療圏の要として救急患者さんの受け入れと治療

を行っています。 

 

現在は稼働病床 450 床（うち NICU12 床、

ICU10 床、HCU30 床）で、救命救急の充実、

周産期医療の充実、専門的ながん医療の充実、

小児医療、糖尿病治療、精神医療、災害医療を

充実させていきます。 

 

当院のリハビリテーション部は作業療法士 4

名、理学療法士 11 名、言語聴覚士 3 名で各領域

の診療にあたっています。 

 

施設紹介 
 

 

 

 

各診療科や病棟とカンファレンスを行い、密な

連携を取ることで患者さんの生活を再び取り戻す 

最良のリハビリテーションを行っています。 

 

当院の作業療法は集中治療室、中枢疾患、がん

診療、整形外科を中心に高度な急性期作業療法実

践を進めており、根拠に基づいた医学的専門性と

作業療法の独自性を追求しています。 

 

いまだ発展途上の作業療法部門ですが、個々の

作業療法士がよりよいリハビリテーション診療を

行えるように日々臨床実践と研究を行っていま

す。 
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奈良東病院    

尾西 敦子 

 

今春、青丹学園を卒業し、新入会員となりました尾西敦子と申します。今後とも、どうぞよろしくお願い致

します。 

去る 6 月 3 日に、いかるがホールで開催された、第 10 回奈良県作業療法学会に初参加しました。特別講演

や口述発表を通して、テーマである「作業が人を支える ～作業療法士の役割～」について、理解を深めるこ

とができました。 

 学会への参加は、作業療法士としての力不足を痛感する私に、多くのヒントを与えてくれるものでした。ま

た実習でお世話になった先生方や、同級生との再会もあり、充実した 1 日となりました。 

 森ノ宮医療大学 保健医療学部作業療法学科の松下教授の特別講演「認知症の人と作業」では、認知症の中

心的な症状の捉え方が、記憶障害（認知機能障害）から社会的認知の障害（社会生活障害）へとシフトしてお

り、認知症の人の作業や生活を支えていく重要な専門職が作業療法士であること、ADL、IADL の専門家とし

て、その専門性を世間に示していく必要があるということを学びました。 

 作業療法士の大きな役割は、残存能力を引き出せるかであり、機能ではなく生活行為を目指すというもので

した。これは、今回の学会のテーマ「作業が人を支える」そのものであり、認知症の人は作業療法士が関わる

べきとの松下先生の言葉は、はっとさせられ、励みとなりました。 

 また様々な領域の発表を聴くことで、参考になる知識を、幅広く得ることができました。日々、患者様との

関わり方を模索する私にとって、大変有意義なものでした。今後も参加し、自己研鑽に励みたいと思います。 

 また、学会終了後の新入会員歓迎会は、飛び入り新人 OT？K 納先生の自己紹介など楽しい演出で、和やか

に過ごすことができました。ありがとうございました。 

 学会、歓迎会の開催にあたり、お忙しい中、準備していただいた実行委員の皆様、諸先輩方に感謝申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会に参加して 
 

患者さんの作品紹介 
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フォトショップを使いこなせ！ 

今までフォトショップを 1 回も使ったことがありませんでしたが、職場（ホテル）でフォトショップを使っ

て電子看板の広告作りに半年前からチャレンジしています。初めの頃はわからない事だらけでしたが、いろい

ろ触っていくうちに自分なりに楽しめるようになってきました。わからないことがあれば先輩方にアドバイス

をいただき、とにかく数多くフォトショップを触り続けました。 

そんなこんなを繰り返して、ようやくアドバイスや修正指示もなく完成させる事が出来たのが 1 か月前でし

た。ホテルのホームページを見て「これは広告に使えそうだ！」と思えば、フォトショップで自分なりに広告

作成。自分のイメージを形にする事が出来たら先輩方に目を通していただき、問題なければ広告としてホテル

の正門前での電子看板で広告として流す。自分が考えて作った作品が、電子看板で流れている時は本当に嬉し

いものです！ 

片麻痺になってしまい、裏方のホテルマンとして復職出来たのが 8 年前。ずっと裏方としての仕事に徹して

きました。しかし、これからは違います！ホテル入り口の電子看板で、一人でも多くのお客様に自分が作った

広告を見ていただくことが自分にとって最高の喜びです！ 

この暑い夏の時期は、ビアーテラスでビールをグイッと！ こんな広告も自分なりに作ってみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、まほろばで記事を書くこととなりました出口孝行と申します。 

 私は今から 12 年前に脳出血を起こして、右半身麻痺になってしまいました。

医師からは一生寝たきりになるでしょうと宣告されましたが、10 ヶ月の入院生

活を経て、4 点杖で退院することが出来ました。その半年後には 1 本杖に変わ

り、左アクセル・左ウィンカーでの車の運転再開も始めました。3 年後には右

半身麻痺や失語症は残存していますが、ホテルに復職することができ、総務と

して働いています。 



 

松村：暑い日が続いていますが、皆様体調大丈夫で

しょうか。クーラーなしでは寝られなくなり

ました。 

服部：夏はどこかへ出かけられましたか？ 

   私は海に行ったおかげで肌が真っ黒です。 

   皆さん、日焼けには注意してくださいね．．． 
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【県士会登録・異動・退会・会費などの問い合わせ】 

入退会、休会届等は各所属ブロック長へお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

  

 

【生涯教育制度についての問い合わせ】      【セミナー及び研修会などの問い合わせ】 

       

                                  

                                 

                                

                                

 

 

【広告に関する問い合わせ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

広告掲載について、賛助会員に入会して頂ければ、掲載可能

です。ご希望の方は以下にお問い合わせ下さい。 

申 込 先：白鳳短期大学  

担当 毛利 陽介 

連 絡 先：TEL 0745-60-9007 

E-mail:otnarajimu@yahoo.co.jp 

教育部 

森ノ宮医療大学 

部長 木納 潤一 

TEL(06)-6616-6911 

FAX(06)-6616-6912 

事業部 

秋津鴻池病院 

部長 大西 和弘 

TEL(0745)-63-0601 

FAX(0745)-62-1092 

北和ブロック 

関西学研医療福祉学院 

ブロック長 渡邊 俊行  

TEL(0742)-72-0600 

中和ブロック 

西大和リハビリテーション病院 

ブロック長 北別府 慎介 

TEL(0745)-71-6688 

南和ブロック 

奈良県総合 

リハビリテーションセンター 

ブロック長 田中 陽一 

TEL(0744)-32-0200 

編集後記 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       登美ヶ丘リハビリテーション病院      
医療法人社団生和会は、回復期から生活期の患者さまを中心に

リハビリテーションを提供しています。 

病院理念「自分らしさをとりもどす、精一杯のお手伝い」を掲

げ、リハ部方針では「活動量」に主眼を置き、リハプログラムは

「1日最大限の活動・運動量の提供」、「動作練習での機能障害

改善」、「課題難易度に応じた効率の良いリハプログラム」の実

践を目指しています。 

施設は 5階建、2～4階が病棟、1部屋 10㎡以上の居室、5階に

専用リハスペース（AR2など）、ADL室（キッチン・和室）、各階

にも ST室 3部屋、個浴 2室、リハスペースを完備しております。 

また、2017年にはロボティクス機器を導入し、先進的なリハビ

リを進めています。  

施設概要  ：回復期リハビリテーション病棟 122 床 

募集人数  ：若干名 

初任給   ：26万円  

皆勤手当 1万円 

業務手当(所定の時間外手当含む)3万円 

賞与    ：年 2回（昨年度実績 4ヵ月） 

休日    ：110日（夏期休暇最大 3日） 

年次有給休暇：入職後 3か月にて 10日支給  

法人名   ：医療法人社団生和会 

施設名   ：登美ケ丘リハビリテーション病院 

開院日    ：平成 26年 6月 1日 

 

【お問い合わせ先】 

〒631-0003  

奈良県奈良市中登美ケ丘 6 丁目 12 番 2 号         

Tel 0742-45-6800 Fax 0742-45-6801  

 E‐mail manager@tomigaoka-rh.jp 

          担当  平岡・中川 

 

mailto:manager@tomigaoka-rh.jp


 

 

 

当病院では日頃からスタッフ同士の意見交換やコミュニケーションを大切にしています。一人で悩む事が無

いように取り組み、なんでも言い合える職場環境が自慢です。助け合える仲間がいるからこそしっかり患者様

と向き合え、自身の成長へと繋がると考えています。そんな仲間があなたを全力でサポートします。 

 

リハビリ科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

      

 

                     

 

      

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問看護ステーションしん 

平成 30年度版 Ｑ＆Ａ 「訪問看護ステーションしん」 

Ｑ1．「しん」の名前の由来は？ 

Ａ．当社理念・社名に私たちの想い『しん』を掲げているのは、社内外問わず信頼関係を大切に、芯

を大切に、後進育成を大切に。という 3つの想いに加え、皆が自身の持つ「しん」を大切に歩みたい

と考えているからです。 

Ｑ2．どのような働き方があるの？ 

Ａ．現在、35名の仲間が在籍しており、正社員 26名（週 40時間）、短時間正社員 2名（週 30時間以

上）、非常勤 7名（週 30時間未満）となります。それぞれのライフスタイルに合わせ、細かい調整（子

育て真只中のお母さんも、１日の訪問件数、勤務時間の個別設定）も可能です。 

Ｑ3．どのような活動を行っているの？ 

Ａ．訪問看護ステーションしんとしての活動の総称を社内用語として「しん活」と言い、しん活を充

実させております。ご利用者、担当ＣＭへの丁寧な説明や報連相、市町村への協力、健康講座、制度

勉強会など様々な活動を行っております。 

 

その他、訪問看護ステーションしんの詳細は、 

ホームページをご参照くださいますと幸いです。検索：「しん 交野」 

            松倉病院             

専門職種でチームを作りみんなで患者様に取り組むので資格取り

立ての未経験スタートや子育てなどでブランクのある方も大丈夫♪

相談できる環境が整っております。 

患者様の社会復帰・自宅復帰のサポートをしませんか？ 

 応募の前に悩まれているのであればお気軽にお電話頂き、病院の見

学やお話だけでもしませんか？お待ちしております。 

 

【面接時職場見学 OKです】 

地域に根ざした心ある医療提供の実現を追求し、「人・社会・未来」

へ貢献します。 

私たちと一緒に地域の患者様を笑顔にしていきましょう！ 

【連絡先】 

医療法人 博愛会 松倉病院 

奈良市川ノ上突抜町 15 

℡：0742-26-6941  

担当者 上村（カミムラ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属先 株式会社 PLAYZ 訪問看護ステーションるーく (生駒市さつき台 2 丁目 451-204-102) 

募集人員 ２～３名 

雇用形態 常勤・非常勤（作業療法士・理学療法士・言語聴覚士） 

業務内容 訪問看護ステーションからの訪問リハビリ(生駒市・大和郡山市・奈良市) 

勤務時間 
常勤：9 時～18 時 

非常勤：9 時～18 時の間で個別設定可能。週 1 回半日から可能、但し固定曜日となります。 

給与 
常勤：月給３０万円～（生活状況・経験考慮）＋実績手当 

非常勤：当社規定による実績給 

応募方法 電話：0743－77－7001 にて随時受け付けております。担当：谷村までお気軽にお問い合わせください。 

訪問看護ステーションるーくは、平成 27 年 12 月に事業

を開始いたしました。利用者様の[なりたい自分を実現する]

ためにリハ職種として精一杯のサポートをしていくことを

理念に掲げています。また、同じ職場で働いている看護師

とも連携をとり、互いの専門性を活かしたケアを行ってい

ます。 

 現在リハ職種は理学療法士 5 名、作業療法士 2 名、言語

聴覚士 1 名とまだまだ人手が足りない状況です。そのため、

さらなる仲間が必要です。どうぞ力を貸してください！ 

ユーティー訪問看護ステーション 

リハビリデイサービス ユーティー河合 

発達支援ルーム UTキッズ 

当事業所は「理想の在宅ケアを

追究する」をモットーに身体機能

だけでなく、生活・暮らしを考え

たリハビリを行なっています。療

法士は総勢 25 名在籍しています

が、横のつながりは強く皆仲良く

働いています。 

勉強会も定期的に行っており、

安心して仕事に取り組んでいた

だけます。 

私たちと一緒に地域のリハビ

リを盛り上げていきませんか？ 

【募集人員】 若干名 

【雇用形態】 OT・PT・ST（常勤 非常勤） 

【業務内容】 訪問看護ステーションからの訪問リハビリ 

       デイサービスでのリハビリ業務 

【訪問地域】 奈良県広域 

【勤務時間】 9:00～18:00 

【給 与】 当社規定による（実績・経験に応じる） 

【休  日】 原則週休 2日（相談に応じます） 

【社会保険】 完備 

【職 員 数】 Ns5名 OT19名 PT5名 ST1名 CW4名 

【応募方法】 電話にて随時受け付けています  

お気軽にお問い合わせください 

お問い合わせ先 

株式会社ＵＴケアシステム 

〒634-0007 奈良県橿原市葛本町 220-6 

電話：0744-20-3353 FAX：0744-20-3354 (担当：阿部） 

URL:http://utcaresystem.com 



訪問看護ステーションたいむ 

株式会社 THYME 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      医療法人雄信会 介護老人保健施設大和三山    
当施設は平成 26 年 4 月に橿原市膳夫町に開設した全室ユニット型個室の介護老人保健施設です。 

ご利用者様が介護状態になった場合においても自立した日常生活を営むことができるようリハビリに取り 

組んでいます。今後認知症の方に対するリハビリも強化していきます。 

スタッフ同士の意見交換やコミュニケーションを大切にしています。施設内研修や外部研修への参加制度 

も整っており、当施設で力を合わせて専門分野を生かしてみませんか。スタッフ一同お待ちしております。 

  

【ホームページ】http://www.yushinkai-nara.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

訪問看護ステーションたいむは、ハー

ブのタイムから名付けました。その花言

葉から「ご利用者様に勇気と安心を。ご

家族様に自信と笑顔を。」をモットーに、

私たちは皆様に精一杯のサービスを提供

していこうと思っております。 

設立してまだ 4 年目の事業所ですが、

スタッフ一同、夢と理想をもって日々楽

しく頑張っております。 

ぜひ、私たちと一緒に地域に根差した

ステーションを作り上げていきません

か？訪問看護未経験者でも丁寧に指導致

します。運転に自信の無い方もサポート

致しますので安心して下さい。 

ご応募お待ちしております。 

求人のお知らせ 

雇用形態： OT・ST・PT（常勤・非常勤） 

訪問地域：大和郡山市・西和・北和 

勤務時間：９時～18 時 

給  与：常勤 年収 380 万円～500 万円 

（実績・経験により優遇します） 

非常勤 3000 円～4000 円/回 

昇  給：あり（実績により随時考慮） 

休  日：年間 112 日 

社会保険：完備 

応募方法：電話・メールにて随時受付けております。  

株式会社 THYME 
大和郡山市小泉町２７３３－２ 
電話：0743-85-6776 
ｅ-mail thymethyme@snow.ocn.ne.jp 

 

募集人員   3名 

雇用形態   OT・PT（常勤） 

業務内容   老健および老健内通所リハビリでのリハビリ 

勤務時間   8：30～17：30 

給与     月給 237,000円 

         資格手当 25,000円 

調整手当 32,000円（所定時間外手当を含む） 

         （生活状況・経験考慮） 

休日     ローテーションによる月 8～9回の休み 

（日曜日固定休日） 

職員数    OT1名、PT1名、ST1名 

応募方法   お気軽にお問い合わせください。 

お問い合わせ 医療法人雄信会 介護老人保健施設大和三山 

       〒634-0012 奈良県橿原市膳夫町 477-17 

       TEL：0744-23-6688 

       FAX：0744-23-6836（担当：吉田） 

http://www.yushinkai-nara.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       医療法人栄仁会 宇治おうばく病院              

亜急性期、回復期前期、回復期後期、生活期など各回復段階に応じた

作業療法システムを構築し個別性の高い作業療法を提供しています。 

当法人内のアウトリーチチーム、訪問作業療法、復職専門デイケア、

就労専門デイケア、生活支援専門デイケア、就労支援事業所、デイサー

ビスにはすべて作業療法士が配属されており、急性期から地域生活にむ

けた包括的な支援システムに作業療法士が主体的に参画しています。 

 当院の理事である山根寛（京都大学名誉教授）のスーパーバイズのも

と事例研究、臨床研究など様々な研究活動も行っており、臨床の知の確

立に向けて作業療法士全員で知識・技術の向上を目指しています。また、

勉強会は全て業務時間内に実施しています。 

 

基本給 

187,000 円～244,800 円+（職務手当）20,000 円＝（総支給）207,000 円～264,800 円 

（金額差は経験加算・年齢加算によるもの） 

その他手当：子育て応援手当（未就学時までお子さん一人につき 15,000 円/月）・通勤手当 

休日 年間休日 113 日（閏年は年間休日 114 日） 

法人名 医療法人栄仁会 宇治おうばく病院 

   

応募方法 

 

新卒の方：履歴書・成績証明書・卒業見込証明書・健康診断書 

既卒の方：履歴書・免許書（写）・健康診断書（当院で実施可） 

上記書類を下記の住所へご送付下さい。 

※病院見学も随時行っております。 

送付先 〒611-0011 宇治市五ケ庄三番割 32-1  TEL：0774-31- 1362  総務管理室 松村 吉典 宛 

当社では、障がいをお持ちの方々の＜生きる権利＞＜育む権利＞＜安心・安全に暮らす権利＞＜社会に参加し生きがいを持て

る権利＞などの権利が、最善の利益で守られるためには、３つの視点からの支援が必要だと考えています。 

 「発達支援」：ライフステージに応じた可能性を引き出し、自立していくための力をつける支援。 

 「地域支援」：ともに地域で暮らしていくための支援。 

 「家族支援」：最も身近な存在であるご家族の支えとなり得る支援。 

そのためには、日々、私たちにできることを考え、全社的な取組みに繋げていけるように、社内研修会や専門家からの指導な

どを積極的に採り入れ、独善的な姿勢や狭量な視点に偏らないように心掛け、取組みを進めております。 

募集職種   機能訓練担当職員および管理者 

必要な資格  作業療法士 

業務内容   障害児通所支援事業における個別機能訓練及び集団指導 

障害児通所支援事業におけるレクリエーションの企画及び実施 

帳票類の作成および管理 

雇用形態   正社員 

就業場所   奈良県天理市岩室町 57番地 4 

奈良県奈良市菅原町 35-5 

奈良県橿原市十市町 843-2 

採用人数   3名 

就業時刻   9：00～18：00（1か月単位の変形労働時間制） 

休日     週休 2日制（法人休業日 12/30～1/3） 

賃金（税込） 基本給 200,000円 

役職手当   30,000円 

合計     230,000円 

担当者    福隅 勇（ふくすみ まさとし） 

電話番号   0743-62-7557 

【ホームページ】 

https://www.green-2017.com/ 



             河内総合病院            

業務内容⇒急性期・外来 

募集条件⇒新卒・有資格者 

募集人員⇒複数名 

勤務開始予定⇒経験者は応相談 

勤務時間⇒9:00～17:00 

休日休暇⇒4 週 8 休制  (午前・午後休日等もあり) 

応募方法➾まずはお気軽にご連絡下さい。 

特徴 PR⇒  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問い合わせ先） ℡072－965－0731 リハビリテーション部 森にお問い合わせください 

経験年数 10 年目から 1 年目のスタッフ 7 名が在籍しています。 

作業療法=ADL 訓練ではなく、ADL 改善に必要なスプリント作成、治療手技を用いた機能訓練、

歩行へのアプローチなどに取り組んでいます。 

先輩は後輩をアシストする事、PT・OT・ST 間で共に治療する事で最大限の改善に導く事、“固

定概念のない治療の提供”を心がけています。 

また、患者様やご家族様との時間もリハビリテーションの一部だと捉え大切にしています。私

たちと、専門性が高く固定概念のないリハビリテーションを提供しませんか? 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


